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大気圧プラズマは大気中だけでなく水中へ

の照射の効果が確認されており，その化学的活

性により，水溶液中の Au イオンの還元析出等

の応用例が報告されている[1]．しかし，大気

圧プラズマを水中に照射した場合の化学プロ

セス（OH ラジカルの挙動等）については，あ

まり明らかにされていない． 
我々の過去の研究では，水中でのプラズマに

よる化学プロセスを観測するため，Eu が価数

により発光が異なることに着目し，KSrPO4:Eu 
蛍光体粒子を純水中に分散しプラズマ照射を

行った．その結果，照射後の発光が変化し，プ

ラズマによる還元反応を観測することに成功

した．[2] しかし，その反応の起源については

結論を出すに至っていない．本講演では，還元

反応をより詳細に調べるため，反応が生じる位

置を空間的に観測した結果について報告する． 
本実験には，クエン酸作体重合法を用いて作

製した KSrPO4:Eu 蛍光体[3] をアルミナ多孔

質板に塗布し，焼成することで作製した蛍光体

板を用いた．（図１）この蛍光体板を純水で満

たしたビーカー内に立て，その上から大気圧プ

ラズマを照射し，その前後の発光の変化から還

元反応の生じる位置を調べた．プラズマ照射に

は，図 2 に示した大気圧プラズマ発生装置を用

いた．この装置は，電極とキャリアガス（Ar, He
ガス等）導入部が統合されているため安定した

プラズマ照射が可能である． 
図 3 に，キャリアガスに Ar, He を用いた場

合の還元量（2 価発光の増大）の空間的な分布

を示す．どちらの場合においても水面付近での

還元量が最も大きく，放射状に弱まっている．

キャリアガスに Ar を用いた場合，水面から

2-3mm の深さまで強い還元が見られるのに対

し，He を用いた場合には水平方向に強い還元

が広がり，同時に深さ方向にも比較的強い還元

が見られる．各プラズマの放電の観測から，

Ar プラズマは水中に侵入し，He は侵入しない

ことがわかっており，この結果と照らし合わせ

ると最も強い還元は，放電部の近傍において生

じていることがわかった． 
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図 1 蛍光体板  図 2 プラズマ照射装置 

図 3 還元効果の空間分布（左 Ar, 右 He） 
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